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Abstract 

 

 The attraction of nuisance adult aquatic insects to 

different wavelengths of light was studied using light traps 

from August 15 to 24 (9 nights), 2011. The effects of 

continuous emission of six different light wavelengths   

were studied using light emitting diodes (LED) lamps 

(white, green, red, blue and UV), and a 6-W white 

fluorescent lamp (6W-FL). More than 6,000 individual 

aquatic insects were collected during the investigation 

period. Three orders of insects were collected using the 

LED and 6W-FL lamps, and the most abundant taxon was 

Chironomidae. The 6W-FL lamp attracted 2–6 times more 

insects than the white LED lamp. A pulsed-LED lamp 

attracted only half as many insects as the continuous 

emission white LED lamp. These results indicate that 

manipulation of light wavelength may allow development of 

an integrated strategy to control adult aquatic insects. 
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はじめに 

 

水生昆虫類は生活環の全部，あるいはその一部を水

中で生活する昆虫類を指すが(河合・谷田, 2005)，水

質汚濁の進んだ水辺周辺域では，季節的に異常多発現

象が確認され，周辺住民からは不快生物として嫌われ

ている(例えば，関根ら, 2013; 宇治市トビケラ対策検

討関係者会議, 2014)．特に，ユスリカ類については，

日本でも数多くの報告例がある(近藤ら, 2001)．富栄

養化した河川や湖の周辺域で成虫の大量発生が社会問

題化しており，その対策は急務である(Tabaru et al., 

1987)．ユスリカ対策としては，発生場所が比較的狭い

所であれば，薬剤を用いた化学的防除が一般的である

が，自然湖沼や河川といった広い水域が発生場所であ

る場合には，コストや他生物への影響，薬剤耐性獲得

の問題などから，光や音などを利用した物理的な防除

対策や，天敵生物を利用した生物学的対策が試みられ

てきた(平林・沖野, 1999)．中でも，物理的防除対策，

特に光による飛来成虫量の制御では，成功した事例も

いくつかあり（Ali et al., 1984; 1986 など），有力な対

策の一つとなっている．光による防除法には，成虫を

集中的に光源へ誘引させるものと，逆に光源から忌避

させるものとに大別できる．一般的に，灯火に誘引さ

れる昆虫類は 300-400 nm の短波長によく誘引され，600 

nm のような長波長には誘引されにくいことが知られ

ている（小山, 1969）．一方で，上記のような波長(光

質)のみで飛来量が決まっているわけではなく，光量に

依存して誘引される昆虫類も数多い(弘中・針山, 2014)． 

LED (Light-Emitting Diode)光源ランプは，光源から

放出される波長を制御することが比較的容易であるた

め，ある一定の輝度を確保しながら特定の波長を追加

したり，削除したりすることが可能である（小谷, 2010; 

LED 照明推進協議会, 2006）．たとえば，多くの昆虫類

が誘引される近紫外光(350 nm 付近の短波長)領域の波

長をカットすることも容易で，カットされた LED ラン

プは一般的に昆虫類を誘引しにくい光源としてよく知

られている（例えば山田, 2011）．このため，昆虫類が

多数飛来する街路灯や道路照明灯，常夜灯などに，防

虫灯として今後，ますます期待されるところである（小

紫, 2010; LED 照明推進協議会, 2006）．ところが，

近年，河川中流域に大量に生息するカゲロウ類やユス

リカ類の中には，これまでの蛍光管と同程度に高輝度
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LED 光源に大量に誘引されものがいることが報告され

ている（Hirabayashi et al., 1993）．これは，これらの水

生昆虫類が，波長(光質)よりも，強光(光量)に影響さ

れて群飛を行うためではないかと推測される．今後，

我が国における LED 光源の街路灯などへの普及拡大に

伴い，光量を落とさずに，昆虫類が誘引されにくい LED

光源の開発が極めて重要となってくる(平間, 2005)． 

本研究では，河川より羽化し，人家に大量飛来する

水生昆虫類の成虫を対象として，これまで広く用いら

れてきている蛍光管ランプ（6W-FL；電源と同じ周波

数-60Hz-での点滅）と，近年，急速に普及しはじめてい

る LED ランプとを用いて，昆虫類による走光性の違い

を明らかにすることを目的とした．本報告では，6W-FL

と同じエネルギー放出量である波長の異なる LED ラン

プを 4 種類（Green ランプ，White ランプ，Red ランプ，

Blue ランプの連続光）準備し，ランプ毎にどのような

水生昆虫類が誘引されるのかを検討した．また，365 nm

の波長を特異的に放つ UV LED ランプ(放出エネルギー

量は 6W-FL の 1/5)も併せて調査光源に加えた．ユスリ

カ類については種毎に誘引されやすい波長ランプを検

討した．さらに，波長を一定にして，LED ランプの特

性でもある光源の点滅(パルス)条件における水生昆虫

類成虫の走光性についても White ランプを用いて検討

した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方   法 

 

１．調査地点の概要 

千曲川中流域は付着藻類の現存量が高く，これを餌 

とする水生昆虫類が数多く生息している（Hirabayashi et 

al., 2004）．本研究は，千曲川本流から農業用水として

一部河川水を取水し，長野県上田市南西部へ農業用水

として運ぶ桝網用水路（水質は千曲川とほぼ同様．COD 

は 3.5－4.1mg/l；上田市，1999）で行った（Fig.1）．調

査地点は，JR 上田駅より西方に約 600 m の場所に位置

し，夜間遅くまで営業する店舗（書店）敷地内におい

て行った．この店舗駐車場のすぐ脇（店舗から約 15m）

を，用水が流れている（Fig.1）．Hirabayashi and Zukeran 

(2012)によると，本店舗への飛来水生昆虫類は 6 月か

ら 8 月の夕方から夜間(21:00 ごろまで)にかけて極め

て多い事が報告されており，その発生源は本店舗駐車

場横の枡網用水であることが確認されている．店舗周

辺は，水路と平行して南側に，しなの鉄道と長野新幹

線の線路が位置している（店舗より約 20 ｍ離れた所）．

用水路は，上田駅周辺から本店舗の駐車場までは，部

分的に暗渠となっており，本店舗の駐車場より下流側

が開渠区間となっている．水路幅は約 3 m で，深さは

約 5 m ある．調査期間中は，水深約 20-30cm 程度の河 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1  Map of the studied area A: Chikuma River and Ueda City in Nagano Prefecture, Japan，B: Summary and 
surroundings of sampling station ， C: Location of sampling positions (1, 2 and 3), D: Structure of 
Masuami-yohsuiro canal 
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川水が流れていた． 

 

２．調査方法 

調査は 2011 年 8 月 15 日（設置）から 8 月 24 日(撤

収)までの 10 日間（9 夜）行った．枡網用水路沿いの店

舗駐車場隅に(用水からおよそ 15 m)に合計 3 機の野沢

式ライトトラップ(NH-5 型，野沢(株)；採集された昆虫

類が傷まないように New Jersey 型ライトトラップ(馬  

場・平嶋, 1991)の吸引ファンを採集籠の下部に取り付 

けた改良型)を用水路と平行して 5 m 間隔で設置し， 

用水から発生してくる水生昆虫類を毎日捕獲した．な 

お，本実験では，野沢式ライトトラップの光源部分(通

常は Black Light: BL 350 nm に波長のピークをもつ蛍光

管)を LED ランプまたは 6W-FL ランプに取り換えて使

用した．用水路からの成虫発生量が日々異なることが

予想されたために，3 機のトラップのうち，必ず 1 台は

コントロールとして LED White ランプを設置した．以

降の水生昆虫類の捕獲データは，この LED White ラン

プで捕獲された個体数を基準として，他の 2 台のトラ

ップで捕獲された昆虫類の捕獲個体数を相対的に評価

した．トラップ 3 基は，地上約 1.5 m の位置に約 5 m 間 

隔で配置した．なお，2011 年 6 月 24 日-7 月 2 日まで，

同地点同トラップ設置場所において予備調査を行って

いる．全 3 基トラップに同一の光源（FL または BL）

を設置し，場所による違いを検討した．その結果，特

に捕獲しやすい場所，捕獲されにくい場所は無いこと

を確認している．調査期間中は毎日，全てのトラップ

の電源と光源を 16:00 にタイマーで作動させ，翌朝，

7:30 から 8:30 の間に捕獲された昆虫類全てを回収し

た．回収した昆虫類は直ちに実験室に持ち帰り，肉眼

で種類ごとに分類し，必要に応じて，実体顕微鏡など

を用いて，形態学的特徴を基にユスリカ科，ガガンボ

科，その他のハエ目，カゲロウ目，トビケラ目に分類

した．ユスリカ類については，ランプ毎に，調査期間

内で最も捕獲個体数の多かった日の試料について，全

ての種(雄成虫)を Wiederholm (1989)，Sasa and Kikuchi 

(1995)，Langton and Pinder (2007)の検索表を用いて同

定した．なお，雌成虫については，雄成虫の検索表に

準じて，同定を行った． 

 

３．調査期間中の環境要因 

水生昆虫類の飛翔条件に大きく影響を与えると思わ

れる環境要因として，河川水温や気温，降水量などが

考えられた．本研究では，調査期間内で，サンプル回

収時の用水路内を流れる河川水の水温(サーモメー

タ：日本電子)を毎回測定した．また，日平均気温，日

最高気温，日最低気温，日降水量については気象庁 HP  

 

 

 

 

(http://www.jma.go.jp/jma/index.html)より，上田市の気象

データを引用して用いた． 

 

４．調査に使用した LED 発光装置 

調査に使用した LED 発光装置（セキシン電機株式会

社）は，電流を制御することによって LED ランプの発

光エネルギーの調節ができるほか，一定間隔で LED ラ

ンプの点滅が可能である．本研究では，以下の 2 つの

野外実験を試みた． 

 

1）LED ランプから連続放射される波長の違いによる水

生昆虫類成虫の走光性（実験 1）(8 月 15 日設置－8 月

21 日撤収の 6 夜) 

本実験では，以下の 5 つの連続放射光を発する LED

ランプと 6W の白色蛍光管ランプを誘引光源として利

用した． (1)LED White ランプ： 放つ光の波長のピー

クが 450と550 nmの 2つにある：コントロール，(2)LED 

Blue ランプ：445 nm に波長のピークがある，(3) LED 

Green ランプ：520 nm に波長のピークがある，(4) LED 

Red ランプ：660 nm に波長のピークがある，(5) LED UV

ランプ：紫外域の 365 nm に波長のピークがある，5 つ

のタイプのランプを誘引源として付設した．Table 1 に，

調査日毎の光源の組み合わせと設置地点を示した．地

点 2 には白色の連続放射光を放つ LED ランプをコント 

Fig. 2 Relative spectral distribution of the six light 
sources used in light attraction experiments. 

 Source: Technical Data from Sekishin-denki Co，
Ltd. 
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ロールとして固定して設置したことを意味する．＊印

は，ユスリカ類を計測した試料を示す．Fig.2 には，付

設した 5つの LED ランプと 6W-FL ランプの光軸上の発

光スペクトルを示した．横軸に波長，縦軸に各波長に

おける光の放射強度（mW/sr：ミリワット/ステラジア

ン）を示した（セキシン電機技術データ）．本チャート 

では，エネルギーピークをわかりやすくするために， 

放射強度は合わせていない．しかし，実験では，各 LED 

ランプのエネルギー放射強度（mW/sr）を 150 mW/sr 

（放出エネルギー量が 6W の FL ランプの放射エネルギ

ー量と同じになるような条件）で統一した．ただし，

UVランプは技術的に放射強度を150 mW/srに上げるこ

とが不可能であったため，本実験では 30 mW/sr の放射

強度(1/5)で行った．Fig.3 には，実験で使用した LED

ランプの配光特性を示した（セキシン電機技術データ）．

横軸に正面を 0°とした時の角度（°），縦軸に光源を 1

としたときの光の相対強度を表している．プラス方向

が光源に向かって右側，マイナス方向が光源に向かっ

て左側とみることができる．6W の FL ランプでは，

180°光が拡散するのに対して，LED ランプは±60°で， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すでに半分以下のエネルギー量となり，±90°では 0

となってしまうことがわかる．LED ランプにはこのよ

うな配光特性があるために，実験期間中，光軸は常に

水路側に向けて固定することとした．また本実験にお

いて，LED ランプの配置により，ランプ間で，お互い

に捕獲数に影響を及ぼし合う可能性については，トラ 

ップ間で 5m の間隔を確保して設置していること，LED 

ランプが上記配光特性を示すことなどから，ほとんど 

影響は無いものと考えられる．ただし，6W の白色蛍光

管（6W-FL）については，広く光が拡散する配光特性

をもっているため，地点を固定し(本実験では 3)，実験

を行った．LED の UV についても，他の光源とエネル

ギー量が異なるため，上記同様，地点を固定し(本実験

では 3)，実験を行った．調査期間中における各ランプ

の調査繰り返し回数は，White(コントロール；基準)が

6 回，Red が 2 回，6W-FL が 3 回，Blue が 2 回，Green

が 2 回，UV が 3 回であった． 

 

2）LED White ランプを用いた連続放射光源と点滅光源

に対する水生昆虫類成虫の走光性（実験 2）(8 月 21 日 

Table 1. Different combinations of light wavelength (consecutive emission light) / pulsed-light at three traps, 
each day in the field trials. 

Number shows the light trap position (see Figure 1C). At position 2, the trap with a consecutive emission white LED light lamp 

* shows we counted chironomid samples.  

Fig. 3  Luminous intensity distribution curve of six light sources used in light attraction experiments. 
 Source: Technical Data from Sekishin-denki Co, Ltd. 

Date White Blue Green Red UV 6W-FL W-P1 W-P3 W-P5 Examination

 Aug.  16 2           1* 3 Exam. 1

17 2           1*   3* 〃

18 2           1* 3 〃

19 2 1           3* 〃

20 2 1 3 〃

21 2 1 3 〃

22 2 1 3 Exam. 2

23   2* 3 1 〃

24 2 1 3 〃
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設置－8 月 24 日撤収の 3 夜) 

 光源の点滅の有無と水生昆虫類成虫の走光性との関 

係を調べるために，LED の White ランプを用いて調査

を行った．点滅をしないもの（連続放射）と，点滅（Palse

光）するものとを組み合わせて，野外実験を行った． 

点滅の間隔は，0.1 秒間隔（以下 P1），0.5 秒間隔（P3）, 

1 秒間隔（P5）の 3 パターンを準備した．調査期間中に

おける各点滅頻度の調査繰り返し回数は，White(基

準；連続放射)が 3 回，P1 が 3 回，P3 が 2 回，P5 が 1

回であった． 

 

結果と考察 

 

１．調査期間中の環境要因 

Fig.4 に調査期間中の環境要因を示した．2011 年 8 月

15 日～8 月 24 日の調査において，サンプル回収時の枡

網用水の平均水温は 21.2±2.2℃であった．調査期間中

の平均最高気温は 28.1±6.0℃で，平均最低気温は

19.7±2.2℃，日平均気温は 23.1±3.6℃であった．調

査期間中の平均降水量は 8.7±10.0 mm で 8 月 20 日に

26 mm/日，8 月 21 日，22 日に 19 mm/日の降水量があ

った． 

 

２．調査期間中に捕獲された水生昆虫類 

調査期間中（2013 年 8 月 15 日～8 月 24 日）に，日々

3 台のライトトラップに集まった枡網用水路から飛来

した水生昆虫類の成虫数は，合計で 6,011 個体であっ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た．調査期間の後半(20 日－22 日)は，降雨の影響もあ

り，気温も水温も下がったため，用水からの水生昆虫

類の発生数が前半にと比べて相対的に少なくなってい

た．したがって，日の異なる光源間での捕獲数の比     

較においては，LED の White で捕獲された数に対する

相対捕獲数で評価を行った．基準とした LED の White

ランプに集まった水生昆虫類の成虫は，全体で 1,433

個体，1 日平均 159±137 個体であった（最大は 8 月 23

日の 476 個体/日，最小は 8 月 21 日の 31 個体/日）．内

訳は，カゲロウ目が合計で 117 個体（平均 13.0±10.3

個体/日：8.2％），トビケラ目 142 個体（15.8±10.3 個

体/日：9.9％），ユスリカ科 1,102 個体（122.4±122.6

個体/日：76.9％），ガガンボ科 26 個体（全てウスバガ

ガンボ属 Antocha spp.で 2.9±2.8 個体/日：1.8％），そ

の他の昆虫類 46 個体（5.1±5.8 個体/日：3.2％）であ

った．以上のことから，ユスリカ類が全体の約 8 割近

くを占めた． 

 

３．LED ランプから連続放射される波長の違いによる水

生昆虫類成虫の走光性（実験 1）の結果 

１）主な水生昆虫類のランプ別捕獲個体数 

Fig.5 に，各調査日において，全てのランプの組み合

わせで必ず設置していた LED の White ランプに捕獲さ

れた水生昆虫類成虫の個体数を 100 とした時の他のラ

ンプの相対捕獲割合を示した．LED の White と 6W-FL

とを比較してみると，どの昆虫類においても 6W-FL の

方が数倍から数十倍の捕獲数となっていた．各ランプ 

Fig. 4 Environmental factors, water temperature, daily mean/maximum/minimum air temperature, precipitation during the 
investigation period (August 15-24, 2011) 
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とも，日によるデータのばらつきが大きいが，特にカ

ゲロウ目，トビケラ目，ガガンボ科は，6W-FL ランプ

によく集まる傾向が明らかとなった．この理由として 

は，LED ランプの配光特性（光の方向性が１方向であ

り，周囲に広がりにくい）が，大きく影響しているも

のと考えられた．また，UV ランプ(本実験では，エネ 

ルギー量 1/5）においても，いずれの分類群で捕獲数,

が相対的に多い傾向にあった．一方，ユスリカ類は， 

Red ランプ以外で，基準の White ランプよりも，6W-FL

や他の波長の LED ランプの方が，2－6 倍の捕獲数とな

っていた．水生昆虫類全体としては，ユスリカ類の捕

獲数が全体の約 80%近くを占めるので，ユスリカ類の傾

向とほぼ似たパターンを示した． 

LED ランプ間での比較では，どの分類群でも UV に

多くの個体が集まったが，Red はほとんど集まらず，逆

に Green はユスリカ類やガガンボ類が数多く集まる傾

向が示された．ただし，野外実験の繰り返し回数が少

ないために，統計的な検討を試みることは出来ていな

い． 

 

２）各光源で捕獲されたユスリカ成虫の種類別組成 

調査期間中に，各ランプで最も多くのユスリカ個体

を捕獲した日（Table 1 の＊印）の種類組成を Table 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に示した．全体で 1,241 個体を同定し，ランプ毎の捕

獲個体数では Green（413 個体/日）＞6W-FL（336 個体

/日）＞White（329 個体/日）＞UV（106 個体/日）＞Blue

（32 個体/日）>Red（25 個体/日）の順であった．全体

で 3 亜科 23 属 46 種のユスリカ類を同定することがで

きた．最も多くの種を捕獲出来たのは Green で，3 亜科 

18 属 31 種，次いで 6W-FL では 3 亜科 13 属 28 種，White 

で 3 亜科 11 属 23 種，UV が 3 亜科 12 属 19 種，Red が

2 亜科 7 属 14 種，最も少なかったのが Blue で 2 亜科 4

属 5 種であった．Green は，エリユスリカ亜科の捕獲さ

れる割合が高く，全体の 36%を本亜科の種で占めていた．

他のランプでは，ユスリカ亜科の占める割合が高く，

70-80%を占めていた．LED の White と 6W-FL とで捕獲

されたユスリカ類の種組成を比較してみると，LED の

White が合計で 23 種，6W-FL が 28 種であった．そのう

ち，共通種が 16 種，LED だけで捕獲されているものが

7 種，FL のみで捕獲されているものが 12 種であった．

全てのランプにおいて，対象としているランプのみに

捕獲された種数の多い順に並べると，Green(6 種)＞

FL(3 種)＞UV=White(1 種)＞Red=Blue(0 種)であ 

った．また，Blue と Red では，モンユスリカ亜科は 1

個体も捕獲されなかった．この理由については不明で

ある．各光源における優占種は，Red を除いてヒゲユス 

 

Fig. 5 Attraction of adult aquatic insect to five different LED lamps (continuous emission light) and 
6W-Fluorescent lamp in the field (Experiment 1). 
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リカ族 Tanytarsini spp.であり(全て♀)，Blue では全体

の 87.5％（28 個体）と最も多く，次いで White で 76.0％

（250 個体），Green で 75.3％（311 個体），6W-FL で

64.3％（216 個体），UV では 56.6％（60 個体）で，い

ずれも 50％以上を占めた．一方，Red ではナカオビツ

ヤユスリカ Cricotopus triannulatus (Macauart)とフトオ 

ヒゲユスリカ  Neozavrelia bicoliocula (Tokunaga) が

20.0％（それぞれ 5 個体）占めた．河合ら(2011)は，

単一のエネルギーピークを示す 6 種の LED ランプに誘

引されるユスリカ類を種毎に調査したが，種により誘

引される波長ランプが異なることを示唆している．本

研究においては，6W-FL を含む全てのランプに共通し

て捕獲された種はわずか 3 種で，ユスリカ亜科のニセ

ヒロオビハモンユスリカ Polypedilum tamahinoense Sasa 

et Ichimori と，ヒメナガレヒゲユスリカ Tanytarsus 

oscillans Johannsen，エリユスリカ亜科のフタスジツヤ

ユスリカ Crycotopus bicinctus (Meigen)であった．以上の

ことからも，ユスリカ類では種毎に誘引される波長が

異なることが示唆される． 

 

４．LED White ランプを用いた連続放射光源と点滅光

源に対する水生昆虫類成虫の走光性（実験 2）の結果 

Fig.6 に，基準とした White ランプ（連続照射光源） 

に捕獲された水生昆虫類の個体数を 100 としたときの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点滅条件（P1, P3, P5）の White ランプの相対捕獲割合

を調査日毎に示した．水生昆虫類全体で見ると，点滅

の頻度を問わず，点滅させた方が，連続照射よりも飛

来個体数が 40%程度まで減少することが明らかとなっ

た．また，捕獲個体数に占める割合の高いユスリカ類 

についても，同様な傾向が確認された．一方，カゲロ 

ウ目，トビケラ目，ガガンボ科では，ユスリカ科とは

傾向が異なり，連続照射よりも，0.5 秒間隔（P3），1

秒間隔（P5）の方が，捕獲個体数が多い場合が多く，

今後，さらなるデータの蓄積が必要である． 

近年，LED のパルス光を用いた農業害虫防除に関す

る応用研究が，いくつか報告されている．平間ら(2002)

は，LED 光源を用いた害虫防除装置の開発のために，

ハスモンヨトウ Spodoptera litura (Fabricius)やオオタバ

コガ Helicoverpa armigera (Hubner)などのヤガ類や半翅

目であるチャバネアオカメムシ Plautia stali (Scott)を用

いて光波長依存特性やパルス光による周波数応答特性

などの基礎的な知見を集積している．さらに平間ら

(2007)は，黄色 LED 光源を用いて，ヤガ類の行動観察

を行っており，点灯区と無点灯区では，点灯区の方が

1/7-1/8 の被害が低減することを報告している．また，

連続照射よりもパルス光やゆらぎ光として照射した方

がコスト面からも効果が大きいことを示唆している．

久保田ら(2004)は，LED 光源の点滅刺激に早くから注

Fig. 6 Attraction of adult aquatic insects to white pulsed-LED lamp (P1, P3 and P5) and continuous emission white LED 
lamp (Experiment 2). 
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目し，夜行性害虫の明順応（明反応）に及ぼす影響に

ついて言及し，照度分布などを報告している．尹ら

(2012a)は，黄色 LED 照射条件下におけるオオタバコ

ガの夜間飛翔行動を解析し，LED 夜間照射の波長及び

照度が飛翔活性に影響を及ぼしていることを明らかに

した．さらに，尹ら(2012b)は，黄色 LED 点滅光が，

オオタバコガの飛翔を抑制することも報告している．

石倉ら(2010; 2012; 2015)は，黄色 LED パルス光を利

用して，秋ギクの害虫(ヤガ類；ハスモンヨトウ，オオ

タバコガ)に対する防除装置を開発し，終夜パルス点灯

させることで物理的防除に成功している．本研究にお

いては黄色光については全く調査しておらず，今後，

黄色 LED 光源を用いて，水生昆虫類の走光性について

も実験を行いたい． 

本研究の結果より，パルスの与え方により，水生昆

虫類の誘引個体数に差が出ることが示唆された．点滅

させた方が，連続照射よりも飛来個体数が 40%程度まで

減少することが明らかとなった．藪ら(2014)は，点滅

緑色光により，オオタバコガとヨトウガの活動が抑制

されることを報告している．本研究で用いた光源も各

波長のランプを一定間隔で点滅させることが可能であ

るため，今後，様々な実験条件下で，水生昆虫類の走

光性について，調査を行って行きたい． 
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